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１月６日、“Will ～意志を持って未来へ～”をテーマとし

た「平成19年東海村成人の集い」が東海文化センターで

行われました。これは、成人の集い実行委員会（大日向

沙友里実行委員長）の主催によるもので、今年の成人者

は338人（男177人、女161人）。新成人たちは、将来の夢

などを語った「20歳の主張」や、中学時代の恩師からの温

かいメッセージに大歓声。また、東海太鼓保存会による

太鼓や、芸能集団弦悟郎による三味線の演奏も披露され

るなど、輝かしい未来への第一歩に花を添えていました。

“自分の意志で歩む”
輝かしい未来へ新たなスタート
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12 月の村内交通事故発生状況
発生件数 死者数 負傷者数

12月中の件数 24 1 38
１月からの累計 247 1 336
前年との比較 －11 ＋1 ＋8

役場の電話番号 ☎282-1711（代表）

１月の納付
納付税目 村県民税第４期分

圷土地改良区特別賦課金
農業共済掛金

　茶道に興味がある初心者の方を募集します。
正座ができない方でも参加できますので、この
機会に日本の伝統文化を学んでみませんか。
■期　　日 ２月７日（水）・14日（水）・21日（水）、
３月７日（水）・14日（水）　※全５回
■時　　間 午前10時～正午
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住で、65歳以上の方
■定　　員 12人（応募者多数の場合は抽選）
■参 加 費 1,000円／人（初回時に徴収）
■申し込み・問合せ ２月１日（木）までに、高
齢者センター（☎282-4300）へ申し込みください。

茶道教室参加者募集

■対　　象 ①昭和43年４月２日から昭和62
年４月１日までに生まれ、高等学校卒業以上
の方②司書の資格を有するか、取得見込みの
方③基本的なパソコン操作ができる方――の
すべての要件に該当する方（１人）

■雇用期間 平成19年４月１日（日）から平成20
年３月31日（月）までの１年間
■試 験 日 ２月14日（水）
■選考方法 面接・作文試験
■そ の 他 ①報酬額…14万3,000円／月　②
勤務時間…火曜日から日曜日までの１週30
時間（土･日曜日は交代勤務）　③福利厚生…
社会保険・雇用保険に加入
■申し込み・問合せ ２月４日（日）まで（月曜日
を除く）の午前９時30分から午後５時までに、
①履歴書（写真を張り付けたもの）②資格証明
書の写し――を用意の上、図書館（☎282-3435）
へ申し込みください。

図書館事務嘱託職員（司書）募集

■募集人員 １人（村税等徴収業務）　
■雇用期間 平成19年４月１日（日）から平成20
年３月31日（月）までの１年間
■対　　象 村内在住の昭和17年４月２日から
昭和42年４月１日までに生まれた方で、普通
自動車運転免許を有する方
■申し込み・問合せ ２月９日（金）までに、企
画総務部税務課収納管理係（内線1114）へ申
し込みください。

東海村徴収嘱託職員募集

　体験活動を通して、生きる力などを育ててい
きます。団員募集のための説明会を開催します。
■日　　時 ２月４日（日）　午前10時～正午
■場　　所 中央公民館
■対　　象 ５歳児から小学３年生までの女子
※保護者同伴でご参加ください。

■問 合 せ 安節子さん（（社）ガールスカウト
日本連盟茨城県第25団委員長　☎282-3045）

ガールスカウト団員募集

●期　　日 ２ 月18日（日）・

25日（日）　※予備日…３月

４日（日）

●時　　間 午 前 ８ 時45分

受付開始

●場　　所 村テニスコート

●種　　目 男子ダブルス

●対　　象 昭和36年12月31日

以前に生まれた村内在住・在

勤の方および村テニス連盟登

録者

●参 加 費 2,000円／組

●申し込み ２月10日（土）までに、所定の申

込用紙に必要事項を記入の上、村テニスコー

トクラブハウスへ申し込みください。

●問 合 せ 阿部信夫さん（☎282-7071）

第10回東海村ベテランテニス大会
参加者募集
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
4日(日) 村立東海病院 282-2188
11日(日) 尾形クリニック 282-4781
12日(月) 茨城東病院 282-1151
18日(日) 村立東海病院 282-2188
25日(日) 東海クリニック 283-1711

２月の休日診療日程２月の各種相談
場　　所 心配ごと相談所（総合福祉センター内）
問 合 せ 社会福祉協議会（☎282-2804）
相談日 時間 相談種別
2日(金) 10：00 ～ 15：00 心配ごと相談
9日(金) 10：00 ～ 12：00 心配ごと相談

16日(金) 10：00 ～ 15：00
心配ごと相談
行政相談・人権相談

23日(金) 10：00 ～ 12：00
心配ごと相談
行政相談・人権相談

　運動は、筋力を鍛えるだけではなく、心の健

康にも効果があります。ぜひ、ご参加ください。

はつらつ健康体操

●日 程 等 

●時　　間 午前９時30分～ 11時

●対　　象 65歳以上の方

●講　　師 植田和子さん（健康運動指導士）

●参 加 費 無料

●内　　容 チューブ体操、ストレッチ体操

いきいき健康教室

●日 程 等

●時　　間 午後１時30分～３時

●対　　象 65歳以上の方

●講　　師 大沢美智子さん（レクリエーショ

ンコーディネーター）

●参 加 費 無料

●内　　容 リズム体操、ダンス、ゲームなど

そ の 他

　①運動のできる服装・靴、タオルや飲み物を

お持ちください。②初めての方は、東海村地域

包括支援センター（☎287-2516）への申し込み

が必要です。

問 合 せ

　東海村地域包括支援センター（☎287-2516）

健康体操・健康教室
参加者募集

期　　日 場　　所
２月５日（月） 白方コミュニティセンター
２月９日（金） 真崎コミュニティセンター
２月16日（金） 総合福祉センター「絆

きずな

」
２月19日（月） 中丸コミュニティセンター
２月23日（金） 舟石川コミュニティセンター
２月26日（月） 村松コミュニティセンター

期　　日 場　　所
２月７日（水） 舟石川コミュニティセンター
２月13日（火） 真崎コミュニティセンター
２月21日（水） 総合福祉センター「絆

きずな

」

■雇用期間 平成19年４月１日（日）から平成20
年３月31日（月）までの１年間
■職 種 等

■試 験 日 ２月15日（木）
■選考方法 作文・面接試験
■賃　　金 一般事務補助・オペレーター…760
円／時　児童厚生員…1,020円／時　介護支援
専門員…1,350円／時　介護員…1,000円／時

■勤務時間 １週40時間（介護員は１週20時間
程度、オペレーターは１週15時間程度）

■そ の 他 諸手当…通勤手当　福利厚生…社
会保険・雇用保険（パートタイム職員を除く）
休暇…有給休暇有り
■申し込み・問合せ １月29日（月）から２月
13日（火）まで（土・日曜日、祝日を除く）の午
前９時から午後５時までに、社会福祉協議
会に備え付けの申込用紙（郵送での請求はで
きません）により、①履歴書（写真を張り付け
たもの）②作文（課題は申込書を手渡す時点
に発表）――を用意の上、社会福祉協議会（☎
282-2804）へ申し込みください。

社会福祉協議会職員募集

職種・募集人員 要　　件 業務内容

一般事務補助
（１人）
※臨時職員

普通自動車運転免許を有し、
基本的なパソコン操作がで
きる方

高齢者センターに
おける事務補助

児童厚生員
（１人）

※常勤嘱託職員

幼稚園教諭または保育士、
小・中学校教諭の資格を有
する方

児童センターにお
ける指導および事
務

介護支援専門員
（１人）
※臨時職員

介護支援専門員の資格およ
び普通自動車運転免許を有
し、基本的なパソコン操作
ができる方

居宅介護サービス
事業所における居
宅介護支援業務

介護員
（２人）

※パートタイム
　職員

２級以上のホームヘルパー
の資格および普通自動車運
転免許を有する方

ヘルパーステーシ
ョンにおける訪問
介護業務

オペレーター
（３人）

※パートタイム
　職員

基本的なパソコン操作がで
きる方

パソコンを使用し
たデマンドタクシ
ーの登録・予約な
どの業務
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　村では、65歳以上の独り暮らしの高齢者な

どの自宅に、定期的に食事を届ける毎日型配食

サービス事業を実施しています。これに伴い、

この配食サービス事業にご協力いただける飲食

店を募集します。

●対　　象 ①定期的に昼食または夕食を高齢

者などの自宅に配達することができること②

腸内細菌検査（Ｏ-157、サルモネラ菌および

赤痢菌）を実施し、検査結果を保管している

こと③事業実施に伴う事故に備えるため、損

害賠償保険に加入すること――の３つの要件

をすべて満たす飲食店

●申し込み・問合せ ２月16日（金）までに、福

祉部高齢福祉課高齢福祉係（内線1164）へ申し

込みください。

毎日型配食サービス事業
協力飲食店募集

２月の健康相談
場　　所 保健センター（総合福祉センター内）
問 合 せ 保健センター（☎282-2797）
●健康相談 相談名 日時

母子健康相談
13日（火）

９：30 ～ 11：00
　（乳幼児身体測定、育児相談） 13：00 ～ 14：00
元気アップ健康相談

13日（火）
９：30 ～ 11：00

　（健康に関する相談） 13：00 ～ 14：00
●乳幼児健診 健診名 日時 対象児

乳児 ７日（水）13：15 ～ 14：00 平成18年９月生まれの子

１歳６か月児 ９日（金）13：15 ～ 14：00 平成17年７月生まれの子
３歳児 ８日（木）13：15 ～ 14：00 平成15年12月生まれの子
２歳半歯科 ２日（金）13：15 ～ 14：00 平成16年７月生まれの子

●乳幼児教室 教室名 日時 対象児
赤ちゃん教室 14日（水）13：20 ～ 15：00 平成18年11月生まれの子

●妊婦教室 教室名 日時 内容

ハローベビー
スクール

３日（土）９：30 ～ 11：30 妊婦体操・呼吸法

10日（土）９：30 ～ 11：30
赤ちゃんのお風呂の入れ方、
パパの妊婦体験

※ご家族も一緒に参加できます。

　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）
について学び、実際に運動・食事など生活習慣
を改善してみませんか。
■日 程 等

■場　　所 保健センターほか
■対　　象 村内在住の方（先着30人）
■講　　師 講話…尾形孝さん（尾形クリニッ
ク院長）　運動…杉山章子さん（スポーツイン
ストラクター）　調理実習…小室秀子さん（管
理栄養士）

■申し込み・問合せ １月30日（火）までに、保
健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

メタボリックシンドローム予防教室参加者募集

期　　日 時　　間 内　　容

２月５日（月）13：30 ～ 15：00
講話「メタボリックシ
ンドロームについて」

２月15日（木）

９：30 ～ 11：00 運動（実技）３月１日（木）

３月15日（木）

３月22日（木）９：30 ～ 13：00
食事指導（調理実習、
試食）

　ＮＰＯ（特定非営利団体）法人「楽楽茶の間」の
協力の下、健康体操やレクリエーションを通し
て、楽しく仲間づくりをしませんか。
■日 程 等 

■時　　間 午前９時30分～午後３時
■対　　象 村内在住の65歳以上の方
■内　　容 健康体操、レクリエーションなど
■問 合 せ 東海村地域包括支援センター（☎
287-2516）

期　　日 場　　所
２月１日（木） 船 場 集 会 所
２月６日（火） 真崎コミュニティセンター
２月９日（金） 舟石川コミュニティセンター
２月15日（木） 石神コミュニティセンター

２月19日（月）
白方コミュニティセンター
豊 白 集 会 所

２月22日（木）
中丸コミュニティセンター
外 宿 ２ 区 集 会 所

２月26日（月） 村松コミュニティセンター

生きがいデイサービス参加者募集参加
費

３５０
円／回

■日 程 等

■対　　象 村内在住の方（先着30人）
■講　　師 小室秀子さん（管理栄養士）
■申し込み・問合せ １月30日（火）までに、保
健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

日　時 場　所 内　容
２月２日（金）
９：30 ～ 13：00

真崎コミュニティ
センター

予防食①（講話・
調理実習・試食）

２月20日（火）
10：00 ～ 11：30

舟石川コミュニティ
センター

運動指導①（実技）

３月６日（火）
10：00 ～ 11：30

舟石川コミュニティ
センター

運動指導②（実技）

３月12日（月）
10：00 ～ 11：30

中丸コミュニティ
センター

運動指導③（実技）

３月20日（火）
９：30 ～ 13：00

石神コミュニティ
センター

予防食②（講話・
調理実習・試食）

「糖尿病にならないために…」健康教室参加者募集参加
費

無
料

参加
費

無
料
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■期　　日 ２月10日（土）
■時　　間 午前10時～正午
■場　　所 チューリップ保育園ホール
■講　　師 成田奈緒子さん（文教大学教育学
部特殊教育専修助教授、医学博士）
■入 場 料 無料
■問 合 せ チューリップ保育園（☎282-3158）

　“花粉症”についての研修会です。
■期　　日 ２月18日（日）
■時　　間 午前10時30分～午後１時
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■講　　演 演題／「鼻アレルギーの予防と対
策～花粉症を中心に～」　講師／野原修さん
（野原耳鼻咽喉科医院院長、東京都）
■定　　員 100人
■申し込み・問合せ ひたちなか保健所（☎265
-5647）

アレルギー対策講演会開催

　(社)日本オストミー協会茨城県支部では、オ
ストメイト（人工肛

こう

門
もん

・人工ぼうこう保有者）の
社会適応訓練事業の一環として講習会を開催し
ます。
■期　　日 ２月25日（日）
■時　　間 午前10時～午後３時
■場　　所 水戸市福祉ボランティア会館（水
戸市赤塚1-1　ミオス２階）

■内　　容 ①講演会および相談　講師／山本
雅由さん（筑波大学臨床系消化器外科医師）、
谷沢伸次さん（ＷＯＣ看護認定看護師）　②ス
トーマ用装具の展示、説明など

■参 加 費 1,000円（昼食代等）
■申し込み・問合せ ２ 月20日（火）ま で に、 
　(社)日本オストミー協会茨城県支部事務局
（長谷川輝元さん　☎0293-22-5242）へ申し込
みください。

オストミー講習会を開催します

　これからの農村地域における住まいづくりの

考え方について、須和間地区で実施した農村地

域調査の報告を基に、講演会を開催します。

●期　　日 ２月４日（日）　

●時　　間 午後２時～４時20分

●場　　所 中央公民館

●内　　容 調査報告…①住まいと農村環境に

対する居住者意識　②建物外観と配置からみ

た農村環境の空間構成　講演…演題／「地域

性を活かした景観づくり」　講師／小柳武和

さん（茨城大学工学部教授）

●入 場 料 無料

●申し込み・問合せ ファクシミリ、または

電子メールで住所・氏名・電話番号を明記

の上、建設水道部建設課営繕係（内線1248　

FAX282-2145　電子メールkensetu@vill.tokai.

ibaraki.jp）へ申し込みください。

農村地域　住む・つくる・伝える
東海からの発信

子育て講座「脳の進化で子どもが育つ」

　女性を対象に、生き方や働き方を考えるセミ
ナーを開催します。お気軽にご参加ください。

水戸会場
■期　　日 ２月３日（土）
■時　　間 午後１時30分～３時
■場　　所 三の丸ホテル（水戸市三の丸2-1-1）
■内　　容 講演　演題／「自分らしく生きる！」
講師／石川牧子さん（㈱日本テレビエンター
プライズ常務取締役）
■定　　員 100人

日立会場
■期　　日 ２月６日（火）
■時　　間 午後１時30分～３時
■場　　所 日立市視聴覚センター（日立市末
広町1-1-4）
■内　　容 講演　演題／「はじめよう！　自分
らしさが活きる仕事さがし」　講師／高坂美幸
さん（キャリアカウンセラー）
■定　　員 30人

そ の 他
　各会場とも講演終了後、希望者を対象に就職
相談などを行います。

申し込み・問合せ
　各会場とも前日までに、茨城県女性青少年課
（☎301-2178　FAX301-2189）へ申し込みください。

女性のための生き方・働き方セミナー開催入場
料

無
料

参加
費

無
料

■期　　日 ２月５日（月）
■時　　間 午後１時30分～４時
■場　　所 白方コミュニティセンター
■講　　演 演題／「こころの病の経験を生か
して～経験を生かした仕事や暮らしの提案～」
講師／土屋徹さん（精神保健福祉士）ほか
■定　　員 100人
■申し込み・問合せ ２月１日（木）までに、福
祉部社会福祉課障がい福祉係（内線1136）へ
申し込みください。

心の健康づくり講座開催参加
費

無
料
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 村民税・県民税の申告をお忘れなく！
　村では、平成19年度の納税相談（村民税・県
民税の申告受け付け）を実施します。これは、
平成19年度の村民税・県民税や国民健康保険
税などの課税基礎となりますので、必ず期限内
に申告してください。また、２月25日（日）には
平日の来場が困難な給与所得者（住宅借入金等
特別控除・譲渡所得申告の方は太田税務署とな
ります）を対象に納税相談を受け付けます。な
お、太田税務署でも２月18日（日）・25日（日）に、
確定申告の相談、申告書の受け付けを行います。
■日 程 等 

■時　　間 午前９時～午後４時　
■場　　所 役場原子力視察研修室（行政棟５階）
■問 合 せ 企画総務部税務課住民税係（内線
1117）

申告受付日 指定地区等

２月７日（水）
～９日（金）　昨年の収入が年金のみの方

（村からの通知がない方でも、
昨年の収入が年金のみの方は
申告することができます）

２月13日（火）
～ 16日（金）

２月19日（月）
～ 20日（火）

２月21日（水）宿

２月22日（木）真崎

２月23日（金）須和間・押延

２月25日（日）給与所得者

２月26日（月）白方・豊白

２月27日（火）岡・船場

２月28日（水）百塚・南台・緑ヶ丘

３月１日（木）豊岡・亀下

３月２日（金）川根・照沼

３月５日（月）内宿１区・内宿２区

３月６日（火）外宿１区・外宿２区

３月７日（水）竹瓦・舟石川３区

３月８日（木）舟石川１区

３月９日（金）舟石川中丸・舟石川２区

３月12日（月）
～ 15日（木）

全地区

２月の東海文化センター催し物案内
期日 催し物 開演 主催 入場料

４日（日）小椋佳　歌談の会 17：00
（財）東海村文化・
スポーツ振興財団

完売

10日（土）
第６回東海村立舟石川小学校吹奏
楽部演奏会

14：00 東海村立舟石川小学校 無料

16日（金）東海村教育振興大会 13：20 東海村教育委員会 無料
25日（日）カラオケ発表会 10：30 東海村カラオケ連盟 無料
28日（水）ボランティア市民活動セミナー 13：30 東海村社会福祉協議会 無料

■期　　日 ２月６日（火）
■時　　間 ①医療費控除の部…午前10時～11
時30分　②住宅借入金等特別控除の部…午後
１時30分～３時

■場　　所 中央公民館
■対　　象 医療費控除（昨年病気やけが等で多
額の医療費を支払った方のための控除）や住宅
借入金等特別控除（昨年ローン等により住宅を
取得または増改築した方のための控除）を受け
るサラリーマン（年末調整が済んでいる方）

■そ の 他 会場では確定申告書をその場で提

出することもできますが、提出の際は平成18
年分の源泉徴収票（原本）など所定の書類が必
要となりますので、詳しくは税務課窓口、各
コミュニティセンター、中央公民館、総合福
祉センター「絆

きずな

」に備え付けのチラシ、または
東海村ホームページをご覧ください。確定申
告期間中は大変混み合いますので、ぜひこの
機会にご来場ください。

■問 合 せ 太田税務署個人課税第一部門（☎
0294-72-2172）、または企画総務部税務課住民
税係（内線1117）

サラリーマン対象の「確定申告」説明会開催 

　総合福祉センター「絆
きずな

」内の高齢者センターに
ある、筋力トレーニング室を開放しています。
指導員がトレーニング方法や機械の操作方法な
どを直接アドバイスしますので、お気軽にご利
用ください。
■開放日等 ３月31日（土）まで（日曜日、祝日を
除く）の午前９時から午後４時まで　※正午
から午後１時まではご利用できません。
■使 用 料 

■そ の 他 ①初回に簡単な健康チェックがあ
ります。②初めての方は、利用に当たっての
講習（午前10時または午後２時から）を受講
していただきます。
■問 合 せ 高齢者センター（☎282-4300）

筋力トレーニング室を開放しています

高齢者（65歳以上） 一　般
村内在住の方 200円 300円
村外在住の方 500円

■日　　時 ２月７日（水）　午前10時～午後３時
■場　　所 ワークプラザ勝田（ひたちなか市
大字東石川1279番地）
■相談内容 土地や建物の権利争い、金銭貸借
上の紛争、法律が絡んだ問題の解決方法など
■相 談 員 水戸調停協会所属調停委員
■そ の 他 相談は無料で、秘密は厳守します。
■問 合 せ 水戸調停協会（水戸地方・家庭裁
判所内　☎224-0011）

調停相談会を実施します
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燃えるごみ

月・木曜日 真崎・白方・宿・岡・原子力機構太田・原子力機構箕輪・原子力機構百塚・原子力機構荒谷台・真砂寮・権現山
寮・南台・緑ヶ丘・押延・須和間・川根・照沼・豊岡・亀下

火・金曜日 舟石川１・舟石川２・舟石川３・舟石川中丸・百塚・豊白・原子力機構長堀１・原子力機構長堀２・長堀寮・原
電滝坂・石橋向住宅・外宿１・外宿２・船場・竹瓦・内宿１・内宿２

資源物 （単位：日）
真崎・船場・舟石川中丸・外宿２・照沼・原子
力機構太田

１・８
15・22

白方・緑ヶ丘・原子力機構長堀１・原子力機構
長堀２・須和間・原子力機構荒谷台・原子力機
構箕輪

２・９
16・23

舟石川１・外宿１・宿・押延・岡・原子力機構
百塚

５・12
19・26

内宿１・百塚・内宿２・亀下・豊岡・竹瓦 ６・13
20・27

舟石川２・南台・舟石川３・豊白・川根・原電
滝坂

７・14
21・28

※収集日数は各地域に委ねています。なお、資源物は収集
日当日の朝７時から８時30分までに出してください。

２月の資源物・ごみ分別収集日割表 問 合 せ　清掃センター（☎282-7289）
燃えないごみ・粗大ごみ・有害ごみ （単位：日）
押延・須和間・船場・原子力機構荒谷台 ７・21
竹瓦・内宿１・内宿２ １・15
真崎、権現山寮、真砂寮 ２・16
原子力機構長堀１・原子力機構長堀２・長堀寮・舟石川３・原電滝坂・
石橋向住宅・外宿１・外宿２ １・19

緑ヶ丘・南台 ６・20
百塚・豊岡・亀下・豊白 14・28
白方・岡・原子力機構百塚 ９・23
舟石川１ ５・22
原子力機構太田・原子力機構箕輪・宿・川根・照沼 13・27
舟石川２・舟石川中丸 ８・26

　

今
月
は
、
30
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の

壮
年
期
の
女
性
の

健
康
管
理
と
し
て
、

罹り

患か
ん

率（
病
気
に

か
か
る
割
合
）
が

非
常
に
高
い「
乳

が
ん
」に
つ
い
て
の

お
話
で
す
。

　

乳
が
ん
は
、
早
期
に
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
約
90
パ
ー
セ
ン
ト

の
方
が
完
治
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る

治
癒
率
の
高
い
が
ん
で
す
。し
か
し
、

こ
の
病
気
に
つ
い
て
は
、「
自
分
は

ま
だ
関
係
な
い
」
な
ど
と
、
な
か
な

か
自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

て
い
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
乳

が
ん
に
つ
い
て
知
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

乳
が
ん
は
、
乳
腺
に
発
生
す
る
悪

性
腫し

ゅ

瘍よ
う

で
す
。
現
在
、
日
本
人
女
性

の
30
人
に
１
人
が
乳
が
ん
に
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
食

生
活
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
っ
て
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
い
う
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

過
剰
に
分
泌
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
原

げんきアップげんきアップげんきアップ

通信通信通信 58

ま
っ
て
か
ら
１
週
間
後
に
、
閉
経
後

の
方
は
、
月
に
１
回
、
日
に
ち
を
決

め
て
行
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。
自
身

で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
際
は
、
風
呂
場

な
ど
を
利
用
し
て
、
手
に
せ
っ
け
ん

を
つ
け
た
状
態
で
乳
房
に
触
れ
、
し

こ
り
の
有
無
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

手
の
ひ
ら
で
な
で
る
よ
う
に
触
れ
る

の
で
は
な
く
、
４
本
の
指
を
そ
ろ
え

て
、
指
の
腹
の
部
分
を
使
う
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
腕
を
上
げ
た

状
態
や
腰
に
手
を
当
て
た
状
態
で
鏡

に
映
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

く
ぼ
み
や
ひ
き
つ
れ
、
乳
首
の
状
態

な
ど
、
普
段
あ
ま
り
気
に
掛
け
て
い

な
い
部
分
も
し
っ
か
り
と
観
察
し
ま

し
ょ
う
。
万
が
一
、
異
常
を
感
じ
た

場
合
に
は
、
早
め
に
専
門
の
医
療
機

関
等
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
重
要
な
こ
と
は
、
検
診
を
受

け
る
こ
と
で
す
。
村
で
は
、
毎
年
２

月
に
、
30
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

た
乳
が
ん
の
集
団
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
忙
し
い
か
ら
と
い
っ
て
先
送

り
に
せ
ず
、
１
年
に
１
回
は
必
ず
検

診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
問

合

せ 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

282
局
２
７
９
７
）

因
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん

に
か
か
る
方
は
、
30
代
か
ら
40
代
に
か

け
て
急
増
し
て
お
り
、最
も
多
い
の
は
、

40
代
後
半
で
す
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、

①
ま
だ
若
い
②
特
に
自
覚
症
状
が
な
い

③
閉
経
後
で
あ
る
④
出
産
・
授
乳
の
経

験
が
あ
る―

―

な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は

関
係
な
く
、
何
歳
で
も
、
ど
の
よ
う
な

方
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
が
ん
の
症
状
は
、
①
乳
房
に
し
こ

り
が
で
き
る
②
痛
み
が
あ
る
③
乳
頭
か

ら
血
液
が
混
入
し
た
分
泌
物
が
出
る
④

乳
首
が
た
だ
れ
る
⑤
皮
膚
に
く
ぼ
み
が

生
じ
る
⑥
赤
く
は
れ
る
⑦
毛
穴
が
目
立

つ
よ
う
に
な
る
⑧
脇
の
下
に
し
こ
り
が

で
き
る―

―

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し

か
し
、
乳
が
ん
の
初
期
に
は
、
食
欲
が

な
く
な
る
、
体
調
を
崩
す
と
い
っ
た
全

身
の
症
状
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
乳
房

の
変
化
に
気
付
く
よ
う
、
神
経
を
と
が

ら
せ
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
症
状
を
早
期
に
発

見
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
気
を
付
け
て
い
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
は
、
月
に
１
回
、
自
身
で

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
習
慣
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
生
理
の
あ
る
方
は
、
生
理
が
始
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広
報 

と
う
か
い　
10
月
25
日
号

広
報 

と
う
か
い　
１
月
25
日
号

　

今
回
は
、
幕
末
の
水
戸
藩
騒
動
で
活
躍
し
た
天て

ん

狗ぐ

た

ち
の
反
対
派
と
し
て
行
動
し
た
村
の「
諸
生
」た
ち
に
つ

い
て
触
れ
ま
す
。

　

「
し
ょ
せ
い
」と
は
、「
書
生
」、
つ
ま
り
藩
校
で
あ
る

弘
道
館
で
学
ん
で
い
た「
学
生
」た
ち
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
彼
ら
は
、
元
治
元（
１
８
６
４
）年
３
月
に
、
筑
波

山
に
攘

じ
ょ
う

夷い

実
行
を
叫
ん
で
挙
兵
し
た
天
狗
た
ち
の
行
為

を
、
斉
昭
の
教
え
に
反
し
た
と
批
判
し
ま
し
た
。
や
が

て
藩
の
重
臣
た
ち
は
、
彼
ら
を
取
り
込
み
、
武
力
行
動

を
行
う「
諸
生
隊
」
と
し
て
指
揮
し
ま
し
た
。
諸
生
は
、

反
天
狗
の
総
称
と
な
り
、
領
内
の
村
々

に
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
年
の
抗
争
は
、
東
海
地
方
も
戦
場
に
な
る
ほ

ど
の
激
し
い
戦
い
で
し
た
が
、
諸
生
派
が
勝
利
を
収
め

た
た
め
、
水
戸
藩
に
諸
生
派
政
権
が
成
立
し
、
村
の
協

力
者
た
ち
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
報
償
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　

史
料
は
、
真
崎
の
須
藤
家
に
残
さ
れ
て
い
る
村
松
村

組
頭
栄
十
あ
て
の
褒
賞
状
で
す
。
お
よ
そ
の
意
味
は
、

「
去
る
子ね

年
の
賊
徒
追
討
の
と
き
に
は
、
速
や
か
に
出

張
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
戦
場
で
十
分
に
働
い
た
。
奇

特
の
行
い
を
藩
庁
も
認
め
た
た
め
、
褒
美
を
授
け
る
」

と
い
う
も
の
で
す
。
郡
奉
行
が
小
宮
山
綏や

す

介す
け

と
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
ほ
か
の
史
料
と
照
合
し
て
み
る
と
、
慶

応
元（
１
８
６
５
）年
の
９
月
上
旬
ご
ろ
の
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。
賊
徒
と
は
、
天
狗
た
ち
の
こ
と
で
す
。
天
狗

た
ち
は
、
明
治
維
新
を
迎
え
て
諸
生
た
ち
と
立
場
が
逆

転
す
る
ま
で
、
水
戸
藩
領
内
・
外
で
浮
浪
の
徒
や
浪
士

な
ど
と
呼
ば
れ
た
反
乱
軍
の
扱
い
で
し
た
。
村
の
諸
生

た
ち
が
、
こ
の
戦
闘
の
手
柄
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た

時
期
、
栄
十
は
、
諸
生
隊
の
一
員
と
し
て
た
び
た
び
出

兵
し
、
活
躍
し
た
村
の
英
雄
だ
っ
た
の
で
す
。

　

諸
生
派
で
あ
っ
た
栄
十
は
、
明
治
維
新
で
天
狗
側
か

ら
処
罰
を
受
け
る
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
関

連
し
た
記
録
に
は
、そ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
奉
公
ぶ
り
が
良
い
と
の
理
由
で
、
斉

昭
の
教
え
を
伝
え
た「
み
か
げ
あ
お
ぎ
」と
い
う
書
物
を

拝
領
し
、
天
狗
側
の
民
政
官
か
ら
認
め
ら
れ
た
人
物
と

し
て
扱
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
今
で
も
不
明
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈東海村ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

　　　　　　　　　　　  「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。

本
ほん

田
だ

祐
さち

子
こ

さ
ん

（村松）

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

企
画
総
務
部
自
治
推
進
課　

〒
３
１
９
ー
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

い
ば
ら
き
印
刷（
株
）

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Vol.177

村松村組頭栄十あての褒賞状（須藤武夫氏所蔵）

前茨城県立歴史館史料部長

宮澤　正純

東海村の諸生たち東海村の諸生たち

２
０
０
７
年
最
初
の
さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
文
学
部
現
代
英
語
学
科
に
在
籍

し
て
い
る
本
田
祐
子
さ
ん（
20
歳
）に
登
場
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

英
語
教
師
を
目
指
し
て
奮
闘
す
る
大
学
２
年
生
の
祐

子
さ
ん
が
、〝
英
語
力
〞を
高
め
る
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら

心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、「
間
違
い
を
恐
れ
ず
、
積
極

的
に
話
す
こ
と
」
だ
と
か
。
た
と
え
言
葉
に
詰
ま
っ
て

も
、「
自
分
の
意
思
を
伝
え
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち

さ
え
あ
れ
ば
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
単
語
を

並
べ
る
だ
け
で
も
き
っ
と
伝
わ
る
」と
話
し
ま
す
。

そ
ん
な
祐
子
さ
ん
が
今
、
夢
中
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

写
真
を
撮
る
こ
と
。
大
学
で
は
、
写
真
部
に
所
属
し
て

い
る
そ
う
で
、
学
内
で
年
に
数
回
行
わ
れ
る
展
覧
会
に
出

品
す
る
た
め
、
か
れ
ん
な
花
や
き
れ
い
な
空
を
見
掛
け

て
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
の
だ
と
か
。「
特
に
、
沈
み
か

け
の
太
陽
が
彩
る
空
が
好
き
。
そ
の
一
瞬
を
い
つ
ま
で
も

残
し
て
お
け
る
の
が
、写
真
の
魅
力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

と
満
面
に
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。


